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１ 人１ 台端末と、高速大 の通信ネットワークを一 に整備することで、特別な支援
を必要とする子供を め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化さ
れ、資質・能力 一層確実に育成できる教育 環境を実現する

これまでの 国の教育実 と最 端の の スト ックスを ることに り、教師・ 生
徒の力を最大限に き す

の

実 の

× 学 の の 実

的 的 い学びの の
業

「１ 人１ 台端末」 はない環境 「１ 人１ 台端末」の環境

学

別
学

学
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の
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の

学 課題や目的に応じて、 インターネッ ト 等を用い、 様々な情報を主体的に収集・ 整理・ 分析

現 推敲しながらの 文の作成や、 写真・ 音声・ 動画等を用いた多様な資料・ 作 の制作

大学・ 海外・ 家との連携、 地・ 離島の子供たちが多様な考えに触れる機会、
入 中の子供と教室をつないだ学び

ル 実 に情報・ 情報技術を活用する場面（ 収集・ 発信など） が えることにより 、
情報 ラルを意識する機会の 加

の に り 実する学 の

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スクール構想

・ 教師が大 提示 置等を用いて
明し 、 子供たちの興味関心意
を高めることはできる

・ 全員が同時に同じ内容を学習す
る（ 一人一人の理解度等に応じ
た学びは困難）

・ 意見を発表する子供が限られる

・ 教師は授業中でも一人一人の反応を
把握できる

子供たち一人一人の反応を まえた、
　 双方向 の一 授業が可能に

・ 各人が同時に別々の内容を学習
・ 個々人の学習 を記録

一人一人の教育的 ー や、
　 学習状況に応じた個別学習が可能

・ 一人一人の考えをお互いに
　 リ アルタイムで共有
・ 子供同 で双方向の意見交 が可能
に

各自の考えを即時に共有し 、 多様な
意見にも即時に触れられる

文部科学省（2020）GIGAスクール構想の実現へ

ICTを導入することで教育の質を高める



教師がICTを活用する

手元を大きく映す
実物投影機の活用

児童生徒と同じものを
投影し解説することで
わかりやすい授業を実
現する



手元を大きく映す
実物投影機の活用

教科書や資料を拡大提
示することで視線を上
げ注目させる

教師がICTを活用する



画面に触れて操作できる
電子黒板の活用

アニメーションや実際
の楽器の音が鳴る工夫
によって児童生徒の
学習意欲を高める

教師がICTを活用する



文部科学省（2015） 授業がもっとよくなる電子黒板活用
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/__icsFiles/afieldfile/2018/08/09/katsuyobamensyu.pdf

大きく提示することの８類型



児童生徒がICT（１人１台端末）を活用する

操作を伴う学習活動
→試行錯誤
まとめを録音する
→学習内容の定着



１人１人が確認した内容を
協働の場面で交流する

児童生徒がICT（１人１台端末）を活用する



１人１人が学んだ後に
互いの考えを持ち寄って
最適な解を見出す

複数のデータをクラウド
を用いて共有する

児童生徒がICT（１人１台端末）を活用する



毎時間の学習の振り返り
をデジタルデータで蓄積
する

クラウド上のスライド作
成アプリを使用する

児童生徒がICT（１人１台端末）を活用する



自分が書いたものを声に出し
て読むことが難しい場合には、
紙やホワイトボードに書いた
ものを提示したりICT機器を
活用したりして発表するなど、
児童の表現を支援するための
多様な手立てを工夫し、自分
の考えを持つことや表現する
ことに対する自信を持つこと
ができるような配慮をする。

文部科学省（2017）初等教育資料平成29年3月号(No.951) 76頁 赤字部分は小林が加筆した

児童生徒がICT（１人１台端末）を活用する



ヒントや考えるため
の素材から
試行錯誤する

デジタル教科書の活用であっても他のICT活用と同様の考え方が重要

児童生徒がICT（１人１台端末）を活用する ・教師がICTを活用する



学習は「学ぶ」と「習う」



「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」補足資料（中央教育審議会平成28年12月）、囲み部分は小林の加筆

これまでの知見も大切にしつつ新しい学びを追求する


